
久留米競輪場
福岡県久留米市
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さくらねこTNR無料不妊手術事業

2014年2月15日～18日

申請者：久留米市



対象場所の状況（概要：申請書から抜粋）

①久留米競輪場

「久留米競輪場」は敷地が広大（全国２位）で、公園、池、山林もあり、周辺が住宅地と

なっているため、競輪レースの来場者だけでなく広く市民が憩う場所となっています。

敷地内には人目のつかない場所が多く、ごみの不法投棄をはじめ、野良猫に与えたエサ

の放置など施設の衛生環境を乱す状況が生じており、野良猫の過剰繁殖を招きやすい状

況となっています。

また平成２１年に、増えた野良猫の捕獲を検討したことがマスコミを通じて全国的に話題

となったため、猫を遺棄しやすい場所と思われている状況もあります。

これまで動物愛護担当部局である保健所衛生対策課では、エサやり者との対話や遺棄防

止看板の設置等の取組みを行ってきましたが、状況は改善しておらず、このまま対策を講

じなければ野良猫が更に増えることが予想され、周辺地域からも糞尿等の苦情が発生して

いることから、競輪事業課共々対応に大変苦慮しているところです。

このような状況から、野良猫の過剰繁殖を抑え、施設や周辺地域の衛生環境を改善して

いくことで、この地が象徴的なケースとして遺棄防止や地域猫活動の普及の啓発につなが

ることを目的として、できるだけ早い時期に一斉ＴＮＲの支援を受けるべきと判断しました。

②六ツ門地域

当該地域は、久留米市最大の飲み屋街を抱える地域で、飲食店の方が野良猫にエサ

やっていること等が原因で糞尿等の苦情が発生していますが、エサやり者への指導等に終

始し、根本的な解決に至っていないのが現状です。

ボランティアからの強い要望もあるため、競輪場での実施と併せて一斉ＴＮＲの支援を受け

て、対策を講じるべきと判断しました。

申請者 ：久留米市楢原（ナリハラ）市長

主催：公益財団法人どうぶつ基金

協働団体 ：ニャコンメオ

期間：２月１５日から１８日

執刀医（２名） ： 山口獣医師長 池田獣医師 横山獣医師（ボランティア）

処置内容 ：避妊手術、去勢手術、耳先のＶ字カット（さくら耳）、３種混合ワクチン、ノミ、ダニ

駆除、駆虫（レボリューション）、負傷治療、

公益財団法人どうぶつ基金 2



参加者 捕獲器・ケージ・キャリー

日付 どうぶつ基金
参加者

内容
ボラ 職員

２月１５日 4 4 3
猫：捕獲

手術会場設営

２月１６日 5 23 4
ミーティング
猫：捕獲

２月１７日 5 27 5
不妊手術

２月１８日 5 16 4
不妊手術
猫：リターン

２月１９日 5 6 5
猫：リターン
掃除

合計 ２４ 76 21 １２１名

氏 名 捕獲器 キャリー ケージ 計

どうぶつ基金 50 - 40 90

ボラ団体 21 - 29 50

個人 1 10 7 18

行政 - - 11＊ 11

合計 72 10 87 169

公益財団法人どうぶつ基金 3

*久留米市と管轄域を隣接する福岡県保健福祉環境事務所（２事務所）より



手術実績・処置

オス メス 計

２月１６日 43 27（妊娠５） 70

２月１７日 31 29（妊娠５） 60

２月１８日 11 5 16

合計 85 61（妊娠１０） 146

執刀医

処置内容：避妊手術、去勢手術、耳先のＶ字カット（さくら耳）、３種混合ワクチン
ノミ、ダニ駆除、駆虫（レボリューション）、負傷治療、

山口武雄獣医師

公益財団法人どうぶつ基金 4

江川獣医師ボランティア 横山獣医師ボランティア

池田獣医師
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手術の流れ

麻酔・抗生剤 毛刈り・耳カット

不妊手術 術後ケア

捕獲器・ケージ洗い 機具洗い



手術会場・猫保管場所

ボランティア受付

公益財団法人どうぶつ基金

手術会場：久留米競輪場 久留米市野中町
2
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報道各種
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久留米市

申請者：久留米市

主催：公益財団法人どうぶつ基金

共催：久留米市

協力：NhaComMeo(ﾆｬｺﾝﾒｵ ) 他


